



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の挑戦－地球社会の調和ある共存に向けて (第11回) 「翔












































　検地で掌握された石見国の総石高は、約 14万石です。内 3分の 1、約 5万石が幕府の
直轄領でした。1石 150 キロですから、それの 5万倍という大変な量になります。ちな














































































































































































































































　それから私は、曖昧な決着が大切だと思っています。49 対 51 の決着です。一人勝ち
もしないし、一人負けもしない。ですから、そういうことがわかる古文書に敏感に反応し
ます。実は手紙には、こうした曖昧さがたくさん記されています。公文書では一人勝ちし
たかのように記されているのですが、実は 49対 51の曖昧な決着であった。江戸時代は、
こうした曖昧さが重視される社会で、グレーゾーンがありました。私は江戸時代の研究か
らそれを学んでいます。
87
　最後に一点。歴史研究に大切なことは局面を切り取らないということです。先ほど申し
上げたように、牛馬の排せつ物を肥料に再利用する。放牧地をつくって奥山の動物が田畑
を荒らさないようにする。そこだけを切り取ると、循環社会、あるいは動物との共存がク
ローズアップされるのですが、そうした人々の生き方は、農耕強制力によって揺れ動かさ
れ、いつ壊れるか分からないという危機と隣り合わせでもありました。局面の関係性と、
幕府・大名の巨大な権力の力を合わせて考えないと、江戸時代の人々の生き方、生き抜く
力量を評価できないと考えております。
　早口なうえに、まとまりのない話になりました。諸先生方の壮大なスケール研究に比べ
ると、ミクロの、地べたをはうような研究ではありますが、そうした研究も必要であると
感じていただき、歴史学は暗記するだけではなく考える学問であるということを御理解い
ただければ幸いです。どうもありがとうございました。
※なお、女の子の手形の写真は、『図説尼崎の歴史』上（尼崎市、2007 年）より転載した。
